
　

２
０
２
４
年
６
月
26
日（
水
）
ア
マ

ホ
ー
ム
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｚ
Ａ
に
て
第
47
期
通
常

総
代
会
が
、
本
人
出
席
78
名
、
書
面
議

決
56
名
の
総
数
134
名
の
総
代
参
加
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
福
﨑
雅
彦
理
事
長
よ

り
開
会
挨
拶
と
総
代
会
成
立
の
宣
言
が

行
わ
れ
、
祐
名
新
太
郎
専
務
理
事
よ

り
、
1
号
議
案
「
２
０
２
３
年
度
活
動

報
告
・
事
業
報
告
・
決
算
報
告
及
び
欠

損
金
処
分
案
の
承
認
の
件
」
2
号
議

案
「
２
０
２
４
年
度
活
動
計
画
・
事

業
計
画
・
予
算
承
認
の
件
」
3
号
議

案
「
監
事
監
査
規
則
変
更
の
件
」
4
号

議
案
「
役
員
選
任
の
件
」
5
号
議
案

「
２
０
２
４
年
度
役
員
報
酬
決
定
及
び

役
員
退
任
慰
労
金
支
給
承
認
の
件
」
6

号
議
案
「
議
案
決
議
効
力
発
生
の
件
」

に
つ
い
て
の
6
つ
の
議
案
提
案
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

提
案
に
つ
い
て
は
、
経
営
を
中
心
に

地
区
別
総
代
会
で
出
さ
れ
た
質
問
、
要

望
に
つ
い
て
項
目
ご
と
に
理
事
会
か
ら

の
回
答
を
含
め
丁
寧
な
説
明
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

議
案
審
議
の
中
で
、
総
代
2
名
、
地

域
理
事
2
名
よ
り
提
案
を
支
持
す
る

立
場
で
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
下

方
支
部
の
岸
田
松
美
総
代
か
ら
は
、

支
部
で
の
２
０
３
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
「
集
う
楽
し

み
・
つ
な
が
る
安
心
」
を
テ
ー
マ

に
取
り
組
ん
だ
班
会
、「
ま
ち
な
み

ウ
ォ
チ
ン
グ
」
で
見
た
、
馬
毛
島
基

地
埋
め
立
て
用
の
巨
大
テ
ト
ラ
ポ
ッ

ト
の
光
景
で
考
え
さ
せ
ら
れ
た
「
平

和
の
在
り
方
」
等
、
他
支
部
で
も
参

考
に
な
る
報
告
で
し
た
。
徳
之
島
北

支
部
の
津
田
信
夫
総
代
か
ら
は
、
支

部
の
紹
介
と
、
組
織
四
課
題
に
つ
い

て
支
部
で
の
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

活
か
し
た
取
り
組
み
で
達
成
で
き
た

事
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
南
大
島
区

西
方
支
部
担
当
の
森
直
弘
理
事
か
ら

は
、
区
の
3
支
部
合
同
負
担
で
の

ネ
ッ
ト
環
境
構
築
と
ス
マ
ホ
教
室

等
、
今
後
の
支
部
活
動
の
広
が
り
に

期
待
で
き
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
の

報
告
で
し
た
。
北
大
島
区
笠
利
支
部

担
当
の
泉
ス
ヤ
子
理
事
か
ら
は
、
支

部
立
ち
上
げ
21
年
目
に
当
た
り
、
立

ち
上
げ
た
時
の
通
信
教
育
に
よ
る
医

療
生
協
の
学
習
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
で

の
自
治
体
と
の
つ
な
が
り
等
、
教
訓

的
な
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
、
11
月

に
設
立
記
念
交
流
会
を
開
催
す
る
と

の
事
で
し
た
。
提
案
さ
れ
た
、
第

1
号
議
案
か
ら
第
6
号
議
案
す
べ
て

が
、
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
選
任

で
は
、
徳
之

島
北
支
部
担

当
の
元
井
敦

巳
理
事
が
勇

退
さ
れ
、
新

た
に
仲
宏
子

さ
ん
が
選
任

さ
れ
ま
し

た
。
天
城
支

部
の
白
間
健

治
理
事
が
ご

逝
去
さ
れ
た

こ
と
で
新
た
に
秋
田
浩
平
さ
ん
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
全
体
区
で
は
、
老

健
せ
と
う
ち
の
増
田
幸
雄
施
設
長

の
定
年
退
職
に
伴
い
新
た
に
盛
寿

賀
乃
事
務
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

総
代
会
の
す
べ
て
の
審
議
終
了
後
、

２
０
２
４
年
度
入
職
の
新
入
職
員
紹

介
と
赴
任
医
師
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

（
4
面
に
写
真
集
あ
り
）

（1） 2024 年 8 月 1 日発行 8月号  No.224健康をつくる。平和をつくる。いのち輝く社会をつくる。

お元気ですか
発　行　者

奄美医療生活協同組合
鹿児島県奄美市名瀬長浜町8-7

電話0997-52-0585
FAX 0997-52-8881

奄美医療生協NEWS

２面
・各区組合員活動
３面
・第46回県連交流
　集会報告
４面
・第47期通常総代
　会写真集
５面
・原水禁世界大会
　案内・国民平和
　行進報告
６面
・医療福祉生協連
　のいのちの章典
７面
・家庭でできる食
　中毒予防
８面
・読者投稿
　平和写真コンテ
　スト案内
・理事会だより
・ゆいちゃんがいく

奄美医療生協の仲間と出資（2024 年 5 月末現在）　　●組合員数 23,011 人　　●出資金 382,459,517 円　　●班数 145 班

第
47
期 

通
常
総
代
会
開
催

い
の
ち
の
章
典
の
実
践
と
民
医
連
綱
領
の
実
現

を
目
指
し
経
営
改
善
に
取
り
組
も
う

津田総代岸田総代

森理事泉理事

秋田さん、仲さん、盛さん元井さん
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★班会レポートを募集しております（取材の依頼も受け付けております）。詳しくは奄美医療生協・本部まで ☎ 52-0585

　

6
月
19
日（
水
）
龍
郷
支
部
で
は
、

２
０
３
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
践
と
し

て
、
大
勝
集
落
サ
ロ
ン
「
寺
山
会
」
で

職
員
4
名
が
参
加
し
健
康
チ
ェ
ッ
ク
と

リ
ハ
ビ
リ
体
操
を
実
施
し
ま
し
た
。
6

年
ぶ
り
の
取
り
組
み
で
し
た
が
19
名
が

受
検
し
、
体
操
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

リ
ハ
ビ
リ
体
操
は
地
元
出
身
で
も
あ
る

奄
美
中
央
病
院
の
川
畑
夏
樹
理
学
療
法

士
が
「
自
宅
で
で
き
る
体
操
」
を
指
導

し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
血
管
年

齢
が
実
年
齢
よ
り
も
若
か
っ
た
の
で
嬉

し
い
。
体
操
は
明
日
か
ら
早
速
、
始

め
た
い
。
継
続
で
き
た
ら
い
い
な
～
」

な
ど
の
感
想
が
あ
が
り
ま
し
た
。
終

了
後
の
茶
話
会
で
は
、
参
加
者
か
ら

２
０
１
７
年
に
奄
美
文
化
セ
ン
タ
ー
で

上
映
さ
れ
た
「
僕
が
ジ
ョ
ン
と
呼
ば
れ

る
ま
で
」
の
映
画
（
奄
美
医
療
生
協
主

催
）
を
鑑
賞
し
た
こ
と
に
触
れ
ら
れ
、

「
認
知
症
の
件
で
誰
も
が
抱
え
る
不
安

を
希
望
に
変
え
る
ヒ
ン
ト
に
な
り
と
て

も
良
い
映
画
だ
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま

し
た
。
帰
り
に
は
、
手
作
り
の
美
味
し

い
ド
ー
ナ
ツ
や
漬
物
な
ど
を
頂
き
ま
し

た
。
区
長
さ
ん
を
始
め
、
サ
ロ
ン
参
加

者
の
皆
様
、
御
馳
走
様
で
し
た
‼　

地
域
支
援
部　

福
田　
雄
樹

　

6
月
20
日（
木
）
に
毎
月
恒
例
の
み

し
ょ
ろ
う
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

月
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
冷
や
し
中
華
の

「
麺
」
を
「
酢
飯
」
で
ア
レ
ン
ジ
し
た

「
中
華
風
サ
ラ
ダ
ず
し
」
で
し
た
。
梅

雨
が
ま
だ
明
け
て
い
な
い
時
期
で
し
た

　

6
月
28
日（
金
）、
伊
仙
支
部
の
上

晴
さ
わ
や
か
班
で
班
会
を
行
い
ま
し

た
。
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
ラ
ジ
オ
体
操
の

あ
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ボ
ッ
チ
ャ
を
体
験
し

ま
し
た
。

　

ボ
ッ
チ
ャ
と
は
、
イ
タ
リ
ア
語
で

「
ボ
ー
ル
」
を
意
味
し
ま
す
。
ボ
ッ

チ
ャ
競
技
は
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
で
す

が
、
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
子
供
か

ら
高
齢
者
ま
で
誰
も
が
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

が
、
晴
れ
て

お
り
湿
度
も

高
く
皆
さ
ん

汗
を
か
き
な

が
ら
一
生
懸

命
、
調
理
に

励
ん
で
い
ま

し
た
。
今
回

も
80
食
ほ
ど

提
供
し
て
お
り
、沢
山
の
地
域
組
合
員
、

職
員
の
方
々
に
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
7
月
は
体
制
の
都
合
上
、

お
休
み
に
な
り
ま
す
が
8
月
以
降
は
定

期
的
に
毎
月
第
3
木
に
開
催
予
定
と
な

　

タ
ー
ゲ
ッ

ト
マ
ッ
ト
の

真
ん
中
に
ボ

ー
ル
を
投
げ

る
練
習
を
し

て
か
ら
「
青

チ
ー
ム
」
と

「
赤
チ
ー
ム
」

に
分
か
れ
て

ゲ
ー
ム
ス
タ

ー
ト
。「
ち
ょ
っ
と
強
す
ぎ
た
」「
な
か

な
か
思
う
と
こ
ろ
に
投
げ
ら
れ
な
い

ね
」
な
ど
感
想
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
的
の
中
に
上
手
く
ボ
ー
ル
が
入
る

と
み
ん
な
で
大
喜
び
。
今
回
は
、
お
孫

さ
ん
の
参
加
も
あ
り
子
供
か
ら
高
齢
者

ま
で
大
笑
い
し
な
が
ら
楽
し
み
ま
し

た
。

地
域
支
援
部　

伊　

加
代
子

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

古
仁
屋
に
立
ち
寄
っ

た
際
は
是
非
ご
利
用

下
さ
い
。

　

地
域
支
援
部

　

嘉
野
善
一
郎

北
大
島
区

２
０
３
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
践
！

６
年
ぶ
り
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク･

リ
ハ
体
操

龍
郷
支
部

伊
仙
支
部

東
方
支
部

南
大
島
区

み
し
ょ
ろ
う
会
梅
雨
明
け
メ
ニ
ュ
ー

 

中
華
風
サ
ラ
ダ
ず
し

徳
之
島
以
南
区

タ
ー
ゲ
ッ
ト
ボ
ッ
チ
ャ
で
健
康
づ
く
り

あ
ま
く
ま
迷
球 

に
大
笑
い
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介護疲れの際はご利用ください。　要支援１～要介護５の短期お預かりができます。    老健せとうち     ☎ 0997-73-1155

　6 月 15 日（土）から 16 日（日）において「第 46
回県連交流集会 in 奄美」が、奄美医療生協「生協
会館」をメイン会場に開催されました。参加者は、
現地への参加と Web 参加を含め 1 日目が 190 名、
2 日目が 130 名の総勢 320 名の参加でした。県連
交流集会は、鹿児島民医連所属の鹿児島医療生協・
虹の福祉会・メディコープ・県連事務局と奄美医療
生協の職員が、それぞれの職種・職場での取り組み
を報告、交流する学術集会です。今回は奄美中央病
院を主管事業所として、メイン会場と Web でつなぐハイブリッド形式（現地への直接参加と、オンラ
インで参加する方式：費用軽減や、業務調整が少なくて済むメリットがある）で開催されました。
　昨年が、全日本民主医療機関連合会（全日本民医連）結成 70 周年で、今年は奄美医療生活協同組合
創立 70 周年の年となります。全日本民医連結成の翌年奄美医療生協（当時は奄美診療所）が誕生しま
した。全日本民医連結成の翌年、第 2 回大会で、日本復帰したばかりの貧困と疾病に苦しむ奄美に「民
主医療機関をつくろう」と決議されたそうです。

　記念講演は、全日本民医連会長　増田剛 氏が行
い「民医連 70 周年の歴史を礎に無差別・平等の
医療と福祉の実現を考える」をテーマに私たちの
活動の根底にある、無差別・平等の医療と福祉を
目指し苦難を乗り越えてきた取り組みと教訓につ
いて、ロシアのウクライナ侵攻、イスラエルによ

るガザ地区での紛争等を踏まえ、民医連綱領を基軸とした平和の取り組みが今重要である事など話され
ました。
　パネルディスカッションでは、馬渡耕史 氏（鹿児島
医療生協医師　元奄美中央病院院長）の「鹿児島民医
連の発祥・発展の経緯」、平元良英 氏（奄美中央病院
院長）の「奄美医療生協の役割と展望」、益田祐子 氏（奄
美医療生協監事 元看護部長）の「奄美医療生協の看護
活動」、組合員を代表して津留弘美 氏（中央奄美支部
運営委員）の「私と奄美医療生協（仮）」、各テーマに
沿ってそれぞれの立場で貴重な資料を紹介しながら報
告が行われました。組合員代表の津留弘美 氏は、報告
の最後に「みんなの協同で徳之島診療所新築移転を成
功させよう」と呼びかけました。
　今回は、久しぶりに懇親会も開催され、交流を深め
ることもできました。 奄美医療生協は創立70周年、始まりは奄美診療所
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第４７期  通常総代会  写真集

福﨑雅彦 理事長

議案提案　祐名 専務

赴任医師紹介
堀部 医師 古賀 医師

なんと往診途中で
参加してくれました

班表彰

事業所表彰
リハビリ部門

感謝状　勤続 20年
　川畑吉恵さん

平元 院長
医師研修制度について

監査報告　荻迫 監事 新任理事　秋田さん　　　  仲 さん　  盛 事務長

２０２４年度　新入職員紹介
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お元気ですかの感想・ご意見、皆さんの近況など募集しています。医療生協本部までお寄せ下さい。 ☎ 0997-52-0585

　1945 年 8 月 6 日、9 日－広島・長崎に原爆が投下
され、２つの街が一瞬にして、「地獄」に突き落とさ
れました。広島、長崎ではその年のうちに約 21 万人
もの尊い命が奪われました。しかし、原爆を使用した
アメリカは、広島・長崎への原爆被害が世界に伝わる
ことを恐れ、厳しい報道管制をおこない、実態は日本
国民にも、アメリカ国民をはじめ世界の人びとにも知
らされませんでした。
　1954 年 3 月 1 日、アメリカが太平洋ビキニ環礁でおこなった水爆実験
によって日本国民は三度の原水爆による被害を受けました。ビキニ水爆被
災事件をきっかけに、広島・長崎の被害、放射能による惨禍を広範な国民
が知り、核兵器の廃絶を求める「原水爆禁止署名」が全国でとりくまれま
した。
　こうした原水爆禁止を求める大きな国民の声を背景に、1955 年 8 月、
広島で第 1 回原水爆禁止世界大会が、翌 56 年には、長崎で第 2 回原水爆
禁止世界大会が開かれました。以来毎年、世界の人々と連帯して世界大会が開催されてきました。いま
や核兵器廃絶は世界の大きな流れに発展しています。　　　　　　　　　　（原水協ホームページより）
　今年は、広島をメイン会場として総会、分科会が開催されます。頻繁に行われるロシアによる核威嚇
や戦争の脅威、インド、パキスタン、イスラエル、北朝鮮の核開発の他、先進大国の核保有数拡大等異
常で危険な世界情勢において原水禁世界大会の意義は重要です。2024 年夏、核のない世界、平和につ
いてみんなで学び考え行動する時です。

　1958 年 6 月 20 日、広島から宗教者や被爆者、市民たちが「核武装阻
止」などを訴え、第四回原水爆禁止世界大会が開かれる東京をめざして行
進しました。この平和行進は、沿道の町民ぐるみ、学校ぐるみで出迎えら
れるなど、各地で大きな反響を呼びました。以来毎年欠かすことなく続け
られています。今年奄美行進は、23 ～ 24 日の期間笠利 - 龍郷 - 名瀬を行進
し、自治体への要請行動を行いながら 24 日、御殿浜公園にて約 50 名が参
加し終結集会が行われました。集会では、民商、新婦人、奄美医療生協労組、
平和委員会、日本共産党の各代表が挨拶を行い「武力で平和はつくれない、軍拡ハンタイ、核をなくせ」
を訴えました。集会後市内をアピールしながら行進しました。

被爆した第五福竜丸

国民平和
大行進 2024

出発式あいさつ　笠利支部泉理事
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2024 年度の教育学習月間方針に、医療福祉生協連の「いのちの章典」の学び
を深め、私たちの事業と運動の目的と役割を再確認し、実践に活かすがあります。
私たちの権利と、責任を明らかにした「いのちの章典」について紹介します。

医療福祉生協のいのちの章典 （一部抜粋）

　2010 年日本医療福祉生活協同組合連合会（医療福祉生協連）が発足しました。医療福祉生協は、い

のちとくらしを守り健康をはぐくむ事業と運動を大きく広げるため、医療福祉生協連の設立趣意書の内

容を基本にして「医療福祉生協のいのちの章典」（いのちの章典）を策定します。

　「いのちの章典」は、私たちの権利と責任を明らかにしたものです。いのちとくらしを守り健康をは

ぐくむための権利と責任ともに組合員として生協を担う私たち地域住民と職員には、いのちとくらしを

守り健康をはぐくむために、以下の権利と責任があります。

以上、いのちの章典は医療福祉生協のすべての活動をカバーする総論的な内容になっています。支部、

班での組合員活動や、医療や介護の事業活動において実践し、身近な取り組みと結びつけて、理解を深

めていくことが重要です。

私たちは、知る権利、学習権をもとに自己決定を行います。

私たちは、個人情報が保護されると同時に、本人の同意のもとに

適切に利用することができるようにします。

私たちは、安全・安心を最優先にし、そのための

配慮やしくみづくりを行います。

私たちは、必要な時に十分な医療・介護のサービスを受けられるように社会保障制度を改善し、健康に

くらすことのできるまちづくりを行います。

私たちは、主体的にいのちとくらしを守り健康をはぐくむ活動に参加し、協同を強めてこれらの権利を

発展させます。

２０１３年６月７日 

日本医療福祉生活協同組合連合会 第３回通常総会にて確定

＜自己決定に関する権利＞

＜自己情報コントロールに関する権利＞

＜安全・安心な医療・介護に関する権利＞

＜アクセスに関する権利＞

＜参加と協同＞

自己決定権こそ重視されるべき。知る

ことができなければ、決められない。

先生におまかせではいけない！そのた

めの学習権がある。

医療・介護を始めとするさまざまなサービスを受けることを保障させること健康

づくり、住み続けることのできるまちづくりなど、「いのちとくらしを守り健康

をはぐくむ」ための、さまざまな権利を保障させる。幅広い意味をもつ。

「主体的に」主権在民の立場で健康の自己主権を確立する立場を強調している。医療・介護、

健康づくり・まちづくりなど医療福祉生協の実践をさらに発展させる。

自分の情報は自らの同意の元に積極的に利用されて

初めて意味を持つ。

患者・利用者との協同の取り組みが大事。参加と協同に

より安全を守る運動を広めていこう、という観点。
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                                奄美中央病院 管理栄養士 岡 
 

夏は細菌による食中毒が発生しやすくなります。外食だけでなく、家庭の食事でも発生します。 

正しい知識で食中毒を予防しましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

家庭でできる食中毒予防の６つのポイント ～厚生労働省より～ 

 

 目につく汚れやニオイがなくても、肉や魚の汁、野菜の土がエコバックに付着することがあります。 

そのままにして使い続けると食中毒菌が増殖してしまい、新たに購入した食品に菌が付着して 

しまいます。普段から清潔にしておきましょう。 

その① 定期的に洗いましょう 

その② 肉、魚、野菜はポリ袋に入れましょう  

その③ エコバックに入れる順番に気を付けましょう 

その④ 食品と日用品を入れるエコバックを区別しましょう 

その⑤ エコバックの持ち運びは、短時間にしましょう 

                    農水産省消費・安全局食品安全政策課より 

エコバックを清潔に保つための５つのポイント

清潔なエコバッグで      

お買い物を 

楽しみましょう！ 

食中毒予防の三原則 

つけない 
・手洗い 
・器具の洗浄、消毒 

増やさない 
・適切な温度での保管 
・調理後は速やかに食べる 

やっつける 
・加熱殺菌 

細菌による食中毒を予防するためには、  
・細菌を食べ物に『つけない』 
・食べ物に付着した細菌を『増やさない』 
・食べ物や調理器具に付着した細菌を 

『やっつける』 
という３つのことが原則となります。 
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参考：朝日新聞デジタル（5/9） 
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理事会だより
第 12 回法人理事会が開催され次の事項が議決
されました。
１、通知事項
　①組織・社保活動報告
　② 2024 年 4 月の経営報告
２、報告承認事項
　①第 46 期第 11 回理事会議事録の承認
　②第 46 期第 21 回常務理事会報告
３、協議議決事項
　①第 47 期通常総代会について
　② 2024 年度夏期一時金借入について
　③規則・規定の変更について
４、その他の事項
　① 2024 年 6 月～ 2024 年 8 月日程の確認

テーマ：見ているだけで平和を感じる写真

応募方法
《メール》honbu@amami-hca.sakura.ne.jp
へ添付して送ってください
ＳＤカード等の記録媒体：
メールが送れない方は最寄りの医療生協の事業
所でファイルを送ってもらって下さい。

応募締め切り：2024 年 10 月 31 日
　コンテストは、今年秋の「生協まつり」で掲
　示、シール投票で抽選します。入賞者へは、
　賞品を準備します。

2024 年度 平和写真コンテスト
写真募集

読者投稿（平和写真コンテストエントリー作品）

「蛙たちの春」


